
まえがき＝近年，衝突安全に関する FMVSS（Federal 
Motor Vehicle Safety Standard No.214）や IIHS（Insurance 
Institute for Highway Safety）1）のさらなる強化や評価基
準の改訂により，安全および軽量牌

時に衝突物の運動エネルギーをドア部の初期変形で吸収
し，搭乗者が受けるダメージを軽減するためのものであ

る。自動車ドアへの装着状況の一例を写真 1に示す。
　従来は，高強度鋼板をプレス成形したDIBが主流であ
ったが

2），高強度鋼管を用いることで，軽量化が可能で
あるとして，鋼管材の採用が伸びている3）。用いられる
鋼管には，①1,180～1,470MPa の超高強度冷延鋼板 4），



く，Mn，Siの順に小さくなる。得られた強度への合金元
素






